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九州大学のQUEST装置では、球状トカマクプ

ラズマの長時間維持に関する基礎研究を行っ

ている。QUEST真空容器内壁にAPS-W被覆ステ

ンレス板を用いており、壁の温度を制御してプ

ラズマの粒子バランス維持を目指しているが、

APS-Wは幅広い温度領域（350K～1100K）で水

素を放出する性質がある。これにより、高温壁

の将来の運転温度（673K～773K）において粒子

バランスが保ち難くなるといった悪影響が懸

念される。 
粒子バランスの維持に適する材料の候補で

ある爆着によるクラッド材（5mm厚SUS316Lに
0.127mm厚Wを接合）について評価を進めてお

り、昨年度、重水素の吸蔵・放出特性および内

部組織の観察結果、接合界面の状態について報

告した。今年度は、クラッド材の課題であった

W 表 面 に 生 じ た し わ お よ び 板 全 体

（200×200×5mm）の反りを低減させた改良材に

ついて同様の評価を行った。なお、反りの低減

（残留応力の除去）のため、爆着後に熱処理を

施している。結果、改良前に最大3.9mmあった

反りは2.3mmに改善した。また、昨年度評価し

たクラッド材において、10×10×1mmに切り出し

た試料を熱処理（1223K、3h）した所、重水素の

放出ピークが低温側にシフトする結果が得ら

れていたため、改良材においてもWの内部組織

の回復が期待された。 

改良材の重水素の吸蔵・放出特性について、

材料へのイオン照射（室温、加速電圧3kV、フル

エンス量1×1021D2
+/m2）およびTDS（～1073K、 

1K/sec）によって調べた所、従来のクラッド材

と比較して放出ピークが低温側にシフトし、高

温壁の運転温度（673K～773K）領域ではかなり

低いレベルであった（図1）。このことから熱処

理後の内部組織には、ボイドの集合体がほとん

ど存在せず、転位組織が主であると思われる。 
また、接合界面をSEMで確認した所、接合不

良は見られなかったが、界面全体に合金層のよ

うなものが存在していた（図2）。 
改良材の表面および界面における内部組織

について、両者の断面試料をFIBによって作製

しており、観察結果をポスター発表にて報告す

る。 
 今後は、改良材を QUEST 真空容器内壁の一部

に設置し、長時間放電に曝した際の影響につい

て評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 1 クラッド材の重水素放出特性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 クラッド材界面の SEM・EDS像 


